
 

 

 

 

 

 

湖北地域土づくりセミナーを開催 
 

 

12 月８日（火）、近年単収の低迷が顕著となっている大豆の生産安定を図る

ため、水稲・麦類・大豆の輪作体系に取り組む農業者が大豆の増収などに活用で

きる土づくり手法を習得することをねらいとし、土づくりセミナーを開催したと

ころ、農業者 38 名、関係機関等 12 名の参加がありました。 

 

本セミナーでは、農林水産省の土づくり専門家派遣事業により、三重県土壌医

の会の近藤芳弘氏をお招きし、土壌肥料の基礎知識および水田輪作体系における

大豆増収に向けた土づくり手法についてお話しいただきました。大豆の主な低収

要因は湿害や干ばつ害、病害、虫害、雑草害に加えて、地力の低下や土壌の酸性

化、土壌物理性の悪化であると考えられており、土づくりは大豆の安定生産のた

めに欠かせないものです。参加者からは、三重県で近年普及しているチゼル耕を

用いた耕起体系に関する質問などが投げかけられ、大豆の収量改善に対する関心

の高さがうかがわれました。 

当課では、本セミナーを契機とし適切な土づくりが実践されるよう、関係機関

と連携し、農業者に対する支援を実施します。  
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